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小学校算数 第３学年

じどう用かい答

次の計算を筆算でしましょう。
つぎ ひ っ

（１）１５３＋４９ （２）１３２＋４５９

（３）６５２６＋４７４ （４）１３０－１２４

（５）２４３－６５ （６）１０００－３８５

次の計算をしましょう。
つぎ

（１）７×０ ＝ ０ （２）０×０ ＝ ０

（３）８０×４ ＝ ３２０ （４）６００×５ ＝ ３０００

１

※次のページにも、もんだいがあります。

ほっかいどうチャレンジテスト

冬休み版②
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① 一のくらいの計算します。
３から５はひけないので、十のくらいから１くり下げて、１３－５＝８

② 十のくらいの計算をします。
一のくらいに１くり下げたので、十のくらいの４が３になりました。
３から６はひけないので、百のくらいから１くり下げて、１３－６＝７

③ 百のくらいの計算をします。
十のくらいに１くり下げたので、百のくらいの２が１になりました。
１－０＝１

筆算（ひっさん）を書くときは、位（くらい）を
そろえて書きます。

どんな数に０をかけても、答えは０になります。また、
０にどんな数をかけても、答えは０になります。

（３）は、８×４、（４）は、６×５の九九をもとに考えます。
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次の計算を筆算でしましょう。
つぎ ひ っ

（１）２４×２ （２）１５×７

（３）７１×５ （４）２５５×３

（５）６０９×３ （６）７２５×８

次の計算をしましょう。
つぎ

（１）１６÷４ ＝ ４ （２）５６÷８ ＝ ７

（３）８０÷２ ＝ ４０ （４）７０÷７ ＝ １０

（５）８８÷８ ＝ １１ （６）７８÷９ ＝ ８あまり６

（７）６３÷８ ＝ ７あまり７ （８）３３÷６ ＝ ５あまり３
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１０５
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× ２
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２５５
× ３

７６５
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６０９
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１８２７

７２５
× ８
５８００

わり算の答えは、わる数のだんの九九を
使って考えます。

あまりのあるわり算では、あまりは
わる数よりも小さくなります。


